
島田市の入隊予定者が感謝と決意を表明
わ
れ
た
、
同
市
主
催
の
「
令
和
２
年
度
島
田

ス
ク
着
用
を
徹
底
し
粛
々
と
行
わ
れ
た
。

岡
地
本
副
本
部
長
、
自
衛
官
募
集
相
談
員
な

感
染
拡
大
防
止
の
た
め
検
温
、
消
毒
及
び
マ

島
田
市
民
総
合
施
設
プ
ラ
ザ
お
お
る
り
で
行

こ
の
入
隊
激
励
会
は
、
こ
の
春
一
般
曹
候

田
市
長
、
航
空
自
衛
隊
静
浜
基
地
司
令
、
静

入
隊
予
定
者
は
来
賓
か
ら
の
激
励
の
言
葉

て
く
れ
た
方
た
ち
へ
の
感
謝
を
忘
れ
ず
、

最
後
に
入
隊
予
定
者
は
「
今
ま
で
支
え

杉
谷
康
征
１
等
空
佐
）
は
３
月
３
日
（
水
）、

補
生
、
自
衛
官
候
補
生
と
し
て
入
隊
を
予
定

市
入
隊
激
励
会
」
に
参
加
し
た
。

自
衛
隊
静
岡
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長
・

し
て
い
る
５
人
と
そ
の
家
族
が
参
加
し
、
島

ど
を
来
賓
に
迎
え
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

や
岸
信
夫
防
衛
大
臣
の
激
励
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

ま
た
、
島
田
市
長
は
「
私
も
子
供
が
社
会
に
出
る
と
き
に
は
す
ご
く
不
安
と
心
配
な

熱
心
に
聞
き
、
こ
れ
か
ら
立
派
な
自
衛
官
に
な
る
決
意
を
固
め
て
い
た
。

気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
」
と
母
親
の
目
線

で
言
葉
を
掛
け
、
我
が
子
の
旅
立
ち
を
迎

県内の学生等が掃海艇「とよしま」見学
し
た
掃
海
艇
「
と
よ
し
ま
」
の
特
別
公
開

で
、
海
面
に
浮
上
し
た
機
雷
を
破
壊
す
る

が
見
学
し
た
。

し
て
検
温
と
消
毒
を
行
い
、
ま
ず
前
甲
板

（
木
）、
御
前
崎
港
（
御
前
崎
市
）
に
入
港

こ
れ
は
、
横
須
賀
で
新
造
さ
れ
た
曳
船

て
い
る
「
と
よ
し
ま
」
を
学
生
等
１
３
人

た
め
の
２
０
ミ
リ
機
関
砲
を
見
学
し
た
。

食
堂
や
居
室
な
ど
に
つ
い
て
話
を
聞
い
た
。

の
経
歴
や
経
験
、
海
上
自
衛
隊
の
任
務
・

最
後
に
、
同
艇
が
所
属
す
る
第
４
３
掃

・
杉
谷
康
征
１
等
空
佐
）
は
３
月
１
８
日

「
Ｙ
Ｔ
ー
１
４
」
が
配
属
先
の
佐
世
保
に
向

を
行
っ
た
。

自
衛
隊
静
岡
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長

か
う
途
中
に
寄
港
し
た
も
の
で
、
同
行
し

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と

乗
員
が
大
き
な
機
関
砲
を
上
下
左
右
に
自

在
に
動
か
す
様
子
を
見
て
参
加
者
は
驚
き

そ
の
後
、
後
部
に
移
動
し
、
掃
海
作
業

る
「
Ｙ
Ｔ
ー
１
４
」
に
つ
い
て
説
明
を
受

参
加
し
た
学
生
は
「
海
上
自
衛
隊
の
艦

海
隊
司
令
の
西
尾
実
２
等
海
佐
が
、
自
ら

自
衛
隊
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

め
て
い
た
。

た
。

動
を
行
っ
て
い
く
。

で
使
用
す
る
装
備
や
、
タ
グ
ボ
ー
ト
で
あ

の
声
を
上
げ
、
貴
重
な
光
景
を
写
真
に
収

け
た
ほ
か
、
パ
ネ
ル
を
見
な
が
ら
艇
内
の

活
動
な
ど
を
直
接
参
加
者
た
ち
に
伝
え
、

静
岡
地
本
は
、
今
後
も
部
隊
と
連
携
し
、

県
内
の
多
く
の
学
生
等
に
知
っ
て
も
ら
え

自
衛
隊
の
活
動
・
自
衛
官
と
い
う
職
業
を

る
よ
う
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
捉
え
た
広
報
活

入
隊
激
励
会
は
幕
を
閉
じ
た
。

大
切
に
し
、
国
民
の
皆
様
に
必
要
と
さ
れ

し
、
来
賓
や
家
族
か
ら
の
盛
大
な
拍
手
で

自
衛
官
に
な
り
た
い
と
思
っ
た
気
持
ち
を

静
岡
地
本
は
、
入
隊
予
定
者
や
家
族
に

る
自
衛
官
に
な
り
ま
す
」
と
決
意
を
表
明

寄
り
添
い
、
不
安
な
く
入
隊
で
き
る
よ
う

引
き
続
き
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
。

え
た
家
族
に
寄
り
添
っ
た
。

艇
を
見
る
の
は
初
め
て
。
乗
員
か
ら
直
接

生
活
面
な
ど
の
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
て
、

理
解
が
深
ま
っ
た
」
と
感
想
を
話
し
て
い


